
（
５

）
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

総
合

ま
と

め
表

機
械

設
備

の
名

称
：
駆

動
ロ
ー

ラ
コ
ン
ベ

ヤ
出

席
者

：
○

○
、
○

○
、
○

○
、
○

○
、
○

○
、
○

○
作

成
部

署
：
搬
送
機
械
部

製
品

型
式

：
○

○
○

－
○

○
○

○
(実

施
日

：
2
0
0
8
.1
2
.1
0
/
9
:3
0
～
1
2
:0
0
 場

所
：
工

場
会

議
室

)
作

成
日

：
２
０
０
８
．
１
２
．
２
４

危
険

対
象

者
：
運

転
作

業
者

承
認

者
：
○
○
○
○

有
無

危
害

の
大

き
さ

危
害

の
発

生
確

率
リ

ス
ク

レ
ベ

ル

手
指

の
擦

り
傷

時
々

手
指
の
擦

り
傷

可
能

性
小

Ⅳ
Ｃ

Ⅳ
Ｅ

指
の

切
傷

可
能

性
小

指
の
切
傷

可
能
性
小

Ⅲ
Ｅ

Ⅲ
Ｅ

手
指

の
切

傷
僅

か
手
指
の
切

傷
可

能
性

小

Ⅲ
Ｄ

Ⅲ
Ｅ

手
足

の
打

撲
僅

か
手
足
の
打

撲
可

能
性

小

Ⅱ
Ｄ

Ⅱ
Ｅ

5
致

命
傷

可
能

性
小

な
し

可
能

性
小

Ⅰ
Ｅ

Ⅳ
Ｅ

手
へ

の
電

撃
僅

か
な
し

可
能

性
小

Ⅳ
Ｄ

Ⅳ
Ｅ

不
快

可
能

性
小

不
快

可
能

性
小

Ⅳ
Ｅ

Ⅳ
Ｅ

最
大

４
度

の
火
傷

可
能

性
小

軽
い

火
傷

可
能

性
小

Ⅰ
Ｅ

Ⅲ
Ｅ

方
策

は
妥

当
か

新
た

な
危

険
源

の
発

生

妥
当

な
し

8

制
限
仕
様
を

オ
ー

バ
ー

し
て
物

品
を
搬
送
す
る

作
業

者
有

作
業

者
有

6

清
掃
（
丸
ベ
ル
ト

部
の
ゴ
ミ
を
取
り

払
お

う
と
し
た
時
）

作
業

者
有

4

作
業
者
が
近
道

行
動
を
し
て
コ
ン

ベ
ヤ
上
、
下
を
通

行
す
る
時

作
業
中
に
コ
ン
ベ

ヤ
へ
接
触

作
業

者

2

駆
動

部
で
異

物
除
去
（
①
異
物
を

除
去

し
よ
う
と
し
た

時
）

作
業

者
有

1

キ
ャ
リ
ア
ロ
ー

ラ
間

で
異

物
除

去
（
①
搬
送
物
や
異

物
を
除
去
し
よ
う

と
し
た
時
）

作
業

者
有

作
業

N
o
.

作
業

等
対

象
者

危
険

源
の

同
定

再
見

積
り

リ
ス

ク
の

見
積

り

初
回

リ
ス

ク
評

価
危

険
源

の
種

類
危

険
状

態
お

よ
び

危
険

事
象

の
内

容
危

害
の

発
生

確
率

リ
ス

ク
レ

ベ
ル

危
害

の
大

き
さ

－
－

－
「
運

転
中

は
手

を
触

れ
る
な
」
シ
ー

ル
を
フ
レ
ー
ム
中
央
上
面
に
貼
る

採
用

す
る

保
護

方
策

設
備

上
警

告
表

示

1
.4
機
械
的

巻
き
込

み
手
指
が
回
転
物
（
丸
ベ

ル
ト
）
に
巻

き
込

ま
れ
け

が
を
す
る

1
8

許
容

で
き

る

な
し

妥
当

な
し

1
4

許
容

で
き

る
（
審

査
が

必
要

）

許
容

で
き

る
（
審

査
が

必
要

）

1
.4
機
械
的

巻
き
込

み
指
が
回
転
物
に
接
触
し

け
が
を
す

る

1
7

許
容

で
き

る
（
審

査
が

必
要

）

運
転
中
に
手
触
す
る
可
能

性
は
あ
る
。

「
コ
ン
ベ
ヤ
上
に
乗
る
な
」
シ
ー
ル
を

フ
レ
ー

ム
中

央
上

面
、
「
コ
ン
ベ

ヤ
の

下
(内

)に
入
る
な
」
を
フ
レ
ー
ム
中
央

側
面
に
貼
る

①
駆
動
部
カ
バ
ー
に
貼
っ
て
あ
る
現

状
シ
ー
ル
の
文
言
変
更
：
「
カ
バ
ー

を
は
ず

す
な
」
→
「
運

転
中

は
カ

バ
ー
を
は
ず
す
な
」
シ
ー
ル
を
貼
る

②
裏
カ
バ
ー
(モ

ー
タ
ー
側
)に

も
「
運

転
中

は
カ
バ
ー

を
は
ず

す
な
」

シ
ー

ル
を
貼

る

2
0

（
許

容
で
き

る
）

妥
当

な
し

運
転
中
に
手
触
す
る
可
能

性
は
あ
る
。

1
5

（
許

容
で
き

る
（
審

査
が

必
要

）
）

警
告

表
示

だ
け
で
は
、
コ
ン

ベ
ヤ
の
上
を
通
行
し
た
り
、

下
を
く
ぐ
る
様

な
危

険
行

動
の
可

能
性

は
あ
る
。

妥
当

1
7

（
許

容
で
き

る
（
審

査
が

必
要

）
）

－
－

－

「
は
さ
ま
れ
、
巻

き
込

ま
れ
」
注

意
シ
ー
ル
を
フ
レ
ー
ム
中
央
上
面
に
貼

る

－
－

－

1
7

（
許

容
で
き

る
（
審

査
が

必
要

）
）

「
本

体
ア
ー

ス
端

子
」
を
設

け
て
ア
ー

ス
シ
ー

ル
を
貼

り
付

け
る

－
－

－

2
0

（
許

容
で
き

る
）

－
－

－

3

ラ
イ
ン
軸

で
異

物
除
去
（
①
異
物
を

除
去

し
よ
う
と
し
た

時
）

作
業

者
有

1
.8
機
械
的

こ
す

れ
、

擦
り
む

き

転
倒

・
転

落
し
て
け
が

を
す

る

1
0

1
.4
機
械
的

巻
き
込

み
手
指
が
回
転
物
に
接
触

し
け
が
を
す
る

2
.4
電
気
的

静
電

気
帯

電
し
た
部

位
（
ベ

ル
ト
・
フ
レ
-
ム
な
ど
）
に
触

れ
電

撃
を
受

け
る

1
9

過
負
荷
保
護
装
置
の
設
置
、
搬
送

能
力

の
範

囲
内

で
使

う
こ
と
を
取
扱

説
明
書
に
記
載
す
る

4
.1
騒

音
騒
音
に
よ
る
不
快
感
を

受
け
る

2
0

－
－

－

－
－

－

許
容

で
き

る

7

運
転
時
の
駆
動

部
か
ら
の
騒

音
（
近
接
す
る
作
業

時
）

作
業

者
有

1
3
動

力
源

の
故
障

過
積

載
搬

送
、
モ
ー

タ
ー
故
障
な
ど
に
よ
る

発
熱
、
火
災
の
発
生
で

火
傷

を
負

う
許

容
で
き

る
（
審

査
が

必
要

）
1
2

許
容

で
き

る

2
0

（
許

容
で
き

る
）

専
用
ｱ
ｰ
ｽ
端
子
に
ア
ー
ス

の
未
接
続
ま
た
は
確
実
に

接
続

さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
感

電
の
可

能
性

は
あ
る
。

作
業
環
境
レ
ベ
ル
に
よ
り
問

題
と
な
る
可

能
性

は
あ
る
。

2
0

（
許

容
で
き

る
）

妥
当

な
し

－
－

－

妥
当

な
し

使
用

事
業

者
で
設

置
環

境
を
考

慮
し

遮
蔽

板
、
耳

栓
な
ど
の
設

置
、
使

用
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

取
扱

説
明

書
に
記

載
さ
れ
て
お

り
ま

す
と
お

り
使

用
事

業
者

で
“
搬

送
能

力
は
カ
タ
ロ
グ
範

囲
内

で
ご
使

用
く
だ
さ

い
。
ま
た
モ
ー

タ
ー

損
傷

保
護

装
置

と
し
て
必

ず
、
モ
ー

タ
ー

容
量

に
適

し
た

「
過
負
荷
保
護
装
置
（
オ
ー
バ
ー
ロ
ー

ド
リ
レ
ー
）
」
の
設
置
”
を
願
い
ま
す
。

1
7

（
許

容
で
き

る
（
審

査
が

必
要

）
）

コ
ン
ベ
ヤ
の
搬
送
能
力
を

超
え
て
使

用
さ
れ
る
可

能
性

は
あ
る
。

妥
当

な
し

コ
ン
ベ

ヤ
本

体
及

び
取

扱
説

明
書

に
“
運

転
中

は
カ
バ
ー

を
は
ず

す
な
”
、

“
は
さ
ま
れ
、
巻

き
込

ま
れ
”
警

告
標

識
の
取

付
け
及

び
位

置
図

が
記

載
さ
れ

て
い
ま
す

の
で
取

扱
い
時

に
は
使

用
事

業
者

で
社

内
教

育
を
励

行
し
て
く

だ
さ
い
。

コ
ン
ベ

ヤ
本

体
及

び
取

扱
説

明
書

に
“
は
さ
ま
れ
、
巻

き
込

ま
れ
”
警

告
標

識
の
取

付
け
及

び
位

置
図

が
記

載
さ
れ

て
い
ま
す

の
で
取

扱
い
時

に
は
使

用
事

業
者

で
社

内
教

育
を
励

行
し
て
く

だ
さ
い
。

①
コ
ン
ベ

ヤ
本

体
及

び
取

扱
説

明
書

に
“
コ
ン
ベ
ヤ
上
に
乗
る
な
”
、
“
コ
ン

ベ
ヤ
の
下
(内

)に
入
る
な
”
警
告
標
識

の
取

付
け
及

び
位

置
図

が
記

載
さ
れ

て
い
ま
す

の
で
取

扱
い
時

に
は
使

用
事

業
者

で
社

内
教

育
を
励

行
し
て
く

だ
さ
い
。
②
設
置
環
境
と
し
て
の
安
全

通
路

を
使

用
事

業
者

で
確

保
し
て
く

だ
さ
い
。

電
源

ア
ー

ス
と
本

体
ア
ー

ス
は
コ
ン
ベ

ヤ
本
体
及
び
取
扱
説
明
書
に
“
必
ず

ア
ー

ス
線

を
接

続
せ

よ
”
警

告
標

識
の

取
付

け
及

び
位

置
図

が
記

載
さ
れ
て

い
ま
す

の
で
取

扱
い
時

に
は
使

用
事

業
者

で
必

ず
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
バ
ー

を
外

し
た
状

態
で

運
転

し
た
時

、
は
さ
ま
れ
・

巻
き
込

ま
れ
の
可

能
性

は
あ
る
。

初
回

リ
ス

ク
評

価
（
Ｍ

ＩＬ
評

価
）

保
護

方
策

残
留

リ
ス

ク
対

策
（
記

載
す

る
情

報
）

使
用

上
の

情
報

提
供

リ
ス

ク
再

評
価

（
Ｍ

ＩＬ
評

価
）

リ
ス

ク
リ

ス
ク

の
再

評
価

残
留

リ
ス

ク

コ
ン
ベ

ヤ
本

体
及

び
取

扱
説

明
書

に
“
運

転
中

は
手

を
ふ

れ
る
な
”
、
“
は
さ

ま
れ
、
巻

き
込

ま
れ
”
警
告
標
識
の
取

付
け
及

び
位

置
図

が
記

載
さ
れ
て
い

ま
す

の
で
取

扱
い
時

に
は
使

用
事

業
者
で
社
内
教
育
を
励
行
し
て
く
だ
さ

い
。

有

2
.2
電
気
的

漏
電

漏
電

し
た
フ
レ
ー
ム
な

ど
の
金
属
部
分
に
触
れ

て
感

電
す

る

1
2

な
し

専
用
ｱ
ｰ
ｽ
端
子
に
ア
ー
ス

の
未
接
続
ま
た
は
確
実
に

接
続

さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
感

電
の
可

能
性

は
あ
る
。

電
源

ア
ー

ス
と
本

体
ア
ー

ス
は
コ
ン
ベ

ヤ
本
体
及
び
取
扱
説
明
書
に
“
必
ず

ア
ー

ス
線

を
接

続
せ

よ
”
警

告
標

識
の

取
付

け
及

び
位

置
図

が
記

載
さ
れ
て

い
ま
す

の
で
取

扱
い
時

に
は
使

用
事

業
者

で
必

ず
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

許
容

で
き

る
（
審

査
が

必
要

）

「
本

体
ア
ー

ス
端

子
」
を
設

け
て
ア
ー

ス
シ
ー

ル
を
貼

り
付

け
る

－
－

－
妥

当

一
般

機
械

部
分

（
制

御
シ

ス
テ

ム
の

安
全

関
連

部
以

外
）

①
キ
ャ
リ
ア
ロ
ー
ラ
は
駆
動
シ
ャ
フ

ト
側
の
駆
動
リ
ン
グ
に
よ
り
空
転
す

る
構
造
と
な
っ
て
い
る

単
品

コ
ン
ベ

ヤ
で
は
本

質
的

安
全

設
計

方
策
が
取
れ
な
い

①
コ
ン
ベ

ヤ
１
ｍ
機

側
で
約

６
３
ｄ

Ｂ
（
Ａ
）
で
あ
る
-
-
-
環
境
/
第
1
区

分
の
8
5
ｄ
Ｂ
(Ａ

)は
ク
リ
ア



一般機械器具製造業 Ｈ社の事例 

 

１ 全体概要 

１－１ 会社概要 

（１）業種 

産業機械製造業 （主に受注生産） 

（２）事業所従業員数 

約２８０名 

（３）主な製品 

製紙機械（抄紙機および関連設備） 

産業機械（フイルムコーティングマシンおよび関連設備） 

（４）主な輸出先 

北米、南米、中国、韓国、東南アジア 

 

１－２ リスクアセスメントへの取り組み状況 

機械を設計製造し、客先に提供する立場において、ＰＬ法の制定は大きな転機となり、

機械安全に関する設計、製造、客先からの要求等を見直し、文書化、マニュアル化を進め

た。それらは設計基準、安全作業マニュアル、据付作業マニュアル、安全委員会手順書等

になり、活用している。一方、地元の「地区災害防止協会」に加盟し、現実に起こる災害

の事例を見聞し、安全の必要性を、さらに痛感した。 

安全な機械を作るためには工場内の工作機械群や組立工場の整理・整頓・清掃は欠かせ

ないとのトップの一言で、工場内３Ｓ活動を始めると共に、折りしも、中央労働災害防止

協会の講習会で、社内設備のリスクアセスメントを学ぶ中で、製品のリスクアセスメント

にも拡大展開する必要性を感じ、今回の取組みとなった。 

トップがドイツで見た抄紙機は、安全のため全面カバーで覆われていたことも大きく印

象に残っており、海外への輸出を考えると、設計・製造時のリスクアセスメントの実施は

避けて通れない。今後、全機種に適用する必要があるというのがトップ方針である。 

 

１－３ 支援を希望する対象機械設備の状況 

図１に示すのは、プラスティックフィルムコンバーティングマシンの全景である。 

ドラムに巻かれたプラスティックフィルム（Ｕnwinder）はコータ部（Coater）で塗布

剤をコーティングされ、ドライヤ（Dryer）の中を通るうちに乾燥される。乾燥したフィル

ムは、別のフィルムとラミネータ部(Laminator)でラミネートされ、最終的にワインダ部

（Winder）で巻き取られ、製品として搬出される。 

今回、リスクアセスメントを実施したのは、最終工程のワインダと呼ばれる設備である。

この設備をリスクアセスメントの対象設備に取り上げたのは２つの理由がある。 

１つは、初めてのリスクアセスメントであるので、手順どおり実施するのに手頃な機械

であること、２つ目は、スケジュール的にリスクアセスメントの各手順（構想設計時から

製品完成検査まで）を実施できることであった。 

また、図１でわかるように、プラント全体は回転物の構造体で、ワインダについてをリ

スクアセスメントをすれば、他の装置にも水平展開ができると考えた。 



 

※注：ワインダの詳細については後述、機種別編による。 

 

図１ プラスチックフィルムコンバーティングマシン（立体図） 

 

１－４ 機械設備の制限仕様の指定 

（１）機械設備のライフサイクルの段階は、リスクの高い使用段階にした。 

（２）危害の対象者の選定では、使用時は作業員のみ、時には保全員がいる。第三者はいな

い。 

（３）運転はマニュアルに従えば可能なので、特別な資格は要しない。 

（４）予見される誤使用および機能不良に伴う人の行動、制限仕様に基づく人の関わり合い

は、空気シリンダによるはさまれ、回転体との接触、ロールへの巻き込まれ、床面での

つまずき等が考えられる。 

 

１－５ 危険源の同定の支援 

（１）構想設計図完成時に１回目の危険源同定作業を実施した。その際、機械には保護方策

が一切施されていない（裸の状態）を前提に行った。 

（２）ライフサイクル段階は、使用時とした。 

（３）設計、生産技術、電気、組立、安全管理各部門の担当者が一同に会して、それぞれの

立場から意見を述べながら同定した。 

（４）ＪＩＳＢ９７０２：２０００の「危険源・危険状態および危険事象」の表（危険源Ｎ

ｏ１～Ｎｏ１９）を参考にして実施した。 

（５）念のために、作業フロー（フィルムの流れ）を想定して、漏れがないかを確認した。 

（６）同定作業後、組立図、部品図の出図を行った。 

（７）機械完成時の第２回目のリスクアセスメントで、危険源の確認をした。 

 

１－６ 適用したリスクの見積り、評価の方法とそれに関する支援 

（１）自社内の設備（工作機械群）をリスクアセスメントするためのリスク見積りマトリク

ス表（図２）とリスクレベル判断基準（図３）が、既に出来ていたので、今回は、それ

に基づいて行うことにした。 

（２）リスク見積りマトリクス表は危害のひどさが３段階（軽傷、重傷、重大）、危害が起

こる可能性が３段階（まれに、たまに、時々）の合計９区分である。 

リスクレベルはⅠ～Ⅳの４段階で出来ている。 



てほしいとのことで、本支援事業で作成したマニュアル「機械設備のリスクアセスメ

ントおよびリスク低減のための保護方策の進め方について」を関係部門（設計、生産

技術、組立、電気、安全管理）の担当者が徹底的に勉強し、理解してもらってからリ

スクアセスメントの手順に沿って行った。 

 リスクの見積り・評価においては、過去に② 事故がなかったことを理由にして、発生

③ 作成の見積基準があったので、それを採用

④ プ活動を重視し、支援の都度、全員参加を求めた。 

 

（２）今後のために 

セスメントを起点として、事業部内周辺関連設備へのリスクアセス

② 業部が製造する製紙機械へのリスクアセスメントも実施が望まれる。 

うな仕

④ スクアセスメントは、ユーザーの立場からのリスクアセ

 

頻度が低いと見なさない事を注意した。 

 リスクの見積り・評価においては、自社

した。 

 グルー

① 今回のリスクア

メントを拡大展開し、最終的にはプラント全体のリスクアセスメントの実施が望まれ

る。 

 他事

③ 今回の経験を活かして、技術者全員がリスクアセスメント手法を習得するよ

組みづくりが必要である。 

 社内設備の工作機械群のリ

スメントになる。ユーザーとしての機械リスクアセスメントにも積極的な姿勢が見え

た。 

 



２ 機種別編 

２－１ 機種  ○○○－○ １５００mm 塗布機用ワインダ 

 

図３ ワインダ全体写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ ワインダ側面図 

 




